
二
〇
一
九
年
一
月
四
日

紋
付
の
父
の
発
声
屠
蘇
祝
ふ

菜

　々　

薄
氷
の
虜
と
な
り
し
あ
ぶ
く
か
な

さ
つ
き

高
ら
か
に
一
本
締
め
や
初
相
場

宏

虎

舞
ふ
巫
女
の
払
ふ
剣
に
淑
気
あ
り

ぽ
ん
こ

初
東
風
に
あ
ひ
打
ち
合
へ
る
祈
願
絵
馬

た
か
子

寒
晴
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
音
高
し

満

天

二
〇
一
九
年
一
月
三
日

初
春
や
庭
に
鳩
来
て
雀
来
て

菜

　々　

幸
あ
れ
と
眼
を
射
る
ほ
ど
の
初
日
か
な

明
日
香

お
辞
儀
し
て
鸚
鵡
返
し
の
御
慶
か
な

ぽ
ん
こ

鍋
底
の
焦
げ
を
磨
き
ぬ
初
厨

な
つ
き

二
〇
一
九
年
一
月
二
日

初
座
敷
磨
き
上
げ
た
る
床
柱

菜

　々　

屠
蘇
一
献
妻
に
感
謝
の
ダ
イ
ヤ
婚

宏

虎

遠
近
に
打
つ
音
た
が
へ
除
夜
の
鐘

は
く
子

健
康
と
大
書
し
祈
る
初
日
記

か
か
し

二
〇
一
九
年
一
月
一
日

病
む
夫
の
好
み
に
合
は
せ
節
料
理

う
つ
ぎ

平
凡
が
い
ち
ば
ん
よ
ろ
し
去
年
今
年

た
か
子

初
空
や
眉
山
に
残
る
一
つ
星

素

秀

墨
香
る
長
寿
二
文
字
の
筆
始
め

愛

正

去
年
今
年
千
転
す
な
る
一
句
あ
り

う
つ
ぎ

二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日

年
送
る
干
支
の
色
紙
を
入
れ
替
へ
て

や
よ
い

刃
物
研
ぎ
終
へ
て
完
了
年
用
意

三

刀

家
中
に
お
節
の
匂
ふ
大
晦
日

満

天

身
に
入
む
や
昨
夜
見
舞
ひ
し
に
天
国
へ

は
く
子

二
〇
一
八
年
一
二
月
三
〇
日

鰐
口
の
紐
も
取
り
替
へ
年
用
意

ぽ
ん
こ

大
晦
日
退
院
か
な
は
ぬ
人
見
舞
ふ

は
く
子

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
九
日

ベ
ラ
ン
ダ
の
冬
日
は
杜
へ
移
り
け
り

そ
う
け
い

寒
オ
リ
オ
ン
仰
ぎ
ぬ
旅
の
機
窓
よ
り

智
恵
子

来
る
子
等
に
ひ
と
臼
多
く
餅
を
つ
く

明
日
香

年
暮
る
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
屋
根
の
ま
ま

せ
い
じ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
一
月
六
日

1


